東京 ジャ ー ミ イ 人 金曜 日 の ホ タ バ 
2006 年 1 月 6 日 


社会 に お ける 宗教 の 位 思 





親愛 な る ムスリム の 皆様 。 款 教 は 、 知 能 の 
持ち 主 で ある 人 間 を 、 自 ら の 意思 と 希望 を そ 
の 道 に お いて 幸福 へ と 到達 させ る 、 神 聖 な 規 
則 の 集まり で す 。 

款 教 は 人 間 に 、 そ の 本 質 、 ど こ か ら 来 て ど 
こ へ 行く の か 、 創 造 さ れ た 理由 、 目 的 を 明 ら 
か に し ます 。 創造 者 に 対す る し も と し て の 
服従 、 被 造物 に 対す る 
人 間 と し て の 義務 を 教 
えま す 。 こ うい っ た 意 
味 で 示さ れる 宗教 と は 、 
疑い な く イ スラ ー ム を | 
意味 し ます 。 

プッ タフ クー は クル アゲ 
ー ン で 次 の よう に 仰せ 
られ て お られ ます 。 
「 本 当 に アッ ラー の 御 
許 の 教え を は 、 イ スラ ー 
ム ( 主 の 意志 に 服従 、 
帰依 する こと ) で ある 。」 (イム ラー ン 家 章 
第 1 9 節 ) 

「 イ スラ ー ム 以外 の 教え を 追求 する 者 は 、 
決し て 受け 入れ られ な い 。 ま た 来世 に お いて 
は 、 こ れ ら の 者 は 失敗 者 の 類 で ある 。」 ( イ 
ムラ ー ン 家 章 第 8 5 節 ) 

親愛 な る ムスリム の 皆様 。 款 教 は 人 々 に 、 
お 互い を 助け させ 、 社 会 に 優れ た 徳 と 社会 的 


平等 を も た ら す 最大 の も の で す 。 宗教 的 感情 、 


アッ ラー へ の 長居 は 、 人 を 芝 に 目 間 させ 、 軒 
事 か ら 守 り 、 書 行 へ と 導き ます 。 

私 た ちの 時 代 に お いて は 、 あ ら ゆ る 便利 さ 
や 発着 し た 技術 に も か か わら ず 、 人 々 の 間 の 
緊 上 や 不満 は 増す 一 方 で す 。 楽 物 、 ア ルコ ー 


ル 、 家 庭 内 の 不 和 、 目 殺 、 侵 略 、 戦 争 、 抑 圧 、 


略奪 、 時 行 、 終 わり の な い 暴 力 、 テ チロ 、 こ れ 
ら は 、 集 団 の 精神 に 深い 影響 を 与え て いま す 。 
これ ら は 全て 、 現 代 の 人 々 が 信仰 か ら 遠 ざか 
り 、 ク ルアー ン が 告げ て いる 





神聖 な メッ セー ジ に 耳 を 傾け よう と し な いこ 
と か ら も た ら せ る と いえ る で し ょ う 。 イ スラ 
ー ム の 教え の 意図 する と ころ は 、 知 識 と 信仰 
に よっ て 育て られ た 、 和 れ の な い 世 代 、 集 団 
を 形成 する こと な の で す 。 

親愛 な る ムスリム の 皆様 。 款 教 は 、 人 々 を 
愚か ら 、 そ し て 精神 的 緊張 か ら 守 り ま す 。 努 
力 す る こと を 命じ 、 意 慢 
で ある こと を 禁じ ます 。 
憎しみ 、 始 み 、 敵 意 と 言 
っ た も の を 許し て いま せ 
ん 。 敵 に 対し て すら も 、 
許し と 慈しみ を 強く 勧め 
て いる の で す 。 家族 を 崩 
壊さ せる 、 飲 酒 や 賭け 事 、 
姦通 と 言っ た も の を 禁じ 
て いま す 。 一 人 の 人 を 和 殺 
すこ と は 、 全 て の 人 を 殺 
す に 値する 、 と 説い て い 
ます 。 自ら の 命 を 絶つ こと を 、 最 大 の 罪 と 定 
め て いま す 。 災い 、 苦 難 に 対し て は 、 妨 耐 を 
訪 め て いま す 。 孤独 や 無力 さ に 対 し て 、 唯 一 
底 護 を 求め られ る 先 が ア ッ ラ ー で ある こと を 
知ら せ て いま す 。 ア デッラ ー は 、 「 こ れ ら の 信 
仰 し た 者 た ち は 、 ア ッ ラ ー を 唱 念 し 、 心 の 安 
ら ぎ を 得る 。 ア ッ ラ ー を 唱 念 する こと に より 、 
心 の 安らぎ が 得 ら れ な い は ず が な い の で あ 
る 。」 ( 埋 電 章 第 2 8 節 ) と 仰せ られ て お ら 
れる の で す 。 

今日 の ホ ト バ を 、 次 の 章 旬 で 締め くく り た 
いと 思い ます 。 「 見 な さい 。 アッラー の 友 に 
は 本 当 に 装 れ も な く 、 愛 いも な いで あろ 2 う 。 
か れ ら は 信仰 し 、 (アッ ラー を ) 長 れ て いた 
者 た ち 。 か れ ら に 対し て は 現世 で も 、 来 世に 
お いて も 吉報 が ある 。 ア ッ ラ ー の 御 言 葉 に は 
変更 は な い 。 そ れこ そ は 偉大 な 、 幸 福 の 成 就 
で ある 。」 (ユー ヌス 章 第 6 2 節 ) 


www.tokyocamll.Ord 


